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断 面 図

１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ
2
につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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注意事項

図

番

１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

基礎材型 枠ｺﾝｸﾘｰﾄ

断面形状番号

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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注意事項

図
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。

3.5kN/ｍ
2q

H
0

(載荷重 ）

HF 算出点

NF

ｅ

M

H

1:
N1

Ｂ

Ｂ/2Ｂ/2

q2q1

1:N

［2-1-3］

150

50
0 1:
0.
3

(
)

( )( )

450

ＳＧＷ １１

150

1:
0.
3

( )( )

350
50

0
(

)

ＳＧＷ １０

1:
0.
3

50
0

(
)

( )( )

300

150

ＳＧＷ ９

断 面 図

材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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－小型重力式コンクリート擁壁

［場所打擁壁工（構造物単位）、小型擁壁工（高さ50cm未満）］
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注意事項
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図
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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－小型重力式コンクリート擁壁

［場所打擁壁工（構造物単位）、小型擁壁工（高さ50cm未満）］
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。

注意事項
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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場所打擁壁工（構造物単位）－小型重力式コンクリート擁壁
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。

注意事項
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。

注意事項
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。

注意事項
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。
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６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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注意事項

図

番

１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面
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５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合



1.00 0.4

C1

水平

2.0

0.00 0.800 15.7 4.49 -0.505 -0.032 15 24 2.10 GW 12

1.8

15.60.25 4.26 -0.542 14-0.035 25 2.20

15.4

15.5

0.75

0.50

3.63

3.96

-0.643

-0.590

13

14

-0.042

-0.038

25

25

2.54

2.35

15.7

15.6

15.7

15.31.00

-0.5334.32

4.14 -0.561

4.44

3.47

-0.513

-0.668

25-0.034 15

14-0.036 25

15

13

-0.033

-0.044

24

25

2.18

2.26

2.12

2.64

15.5 3.94 -0.594 14-0.038 25 2.36

0.90

0.801.00

1.00 2.082

2.0770.600

0.650

GW 12

GW 13

5.05

4.99

4.72

4.88
1.5

16.0

16.0

15.8

15.9

-0.414

-0.425

-0.026

-0.027

16 24

16 24

1.90

1.92

-0.468

-0.442

-0.030

-0.028

15 24

16 24

2.01

1.96

18 22 1.74-0.013-0.20415.8水平 5.45

5.74

5.58

5.68

5.03

5.17

5.29

5.39

1.8
15.9

2.0

15.8

15.9

15.6

15.7

15.7

15.8

-0.148 -0.009 18 21 1.66

-0.282

-0.178

-0.160

-0.011

-0.010

-0.018

-0.233

-0.256

-0.216

-0.015

-0.016

-0.014

18 21

18 21

17 22

1.70

1.68

1.86

2217

17 22

18 22

1.78

1.82

1.76

5.7815.9 -0.141 -0.009 19 21 1.65

C2

水平 7.0917.9 0.0100.170 1.511921

1.772415-0.51315.7 4.44
1.00

4.32

4.14

3.94

4.98

4.72

4.88

16.0

0.4

1.5

C1

1.8

15.5

15.9

15.8

15.6

15.7

1.602416-0.425

-0.594

-0.442

-0.468

-0.561

-0.533

1.972514

16 24

15 24

1.63

1.68

14 25

15 25

1.88

1.81

4.49

3.47

3.96

3.63
2.0

水平

15.5

15.3

15.4

0.00

15.6 4.26

15.7

-0.590

-0.668

-0.643

-0.542

-0.505 -0.032

1.962514

13 25

13 25

2.20

2.12

14 25

15 24

1.84

1.75

C3

1.00

0.75

0.50

0.25

0.75

1.00

0.25

0.50

0.00

1.00

0.75

0.50

0.25

0.75

1.00

0.50

0.25

0.00

1.00

0.50

0.75

0.25

1.00

0.50

0.75

0.25

0.75

0.50

0.25

-0.035

-0.042

-0.038

-0.034

-0.036

-0.033

-0.044

-0.027

-0.038

-0.028

-0.030

0.900

5.0516.0 1.582416-0.4141.00 -0.026

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 13

GW 12

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

0.800

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

GW 12

σ

GWFs

安全率(kN/ｍ
2
)

滑 動q2

ｅM

(kN･ｍ) (ｍ)

モーメント 偏心距離 q1

(kN/ｍ
2
)

地盤反力度HFB NF

(kN)(ｍ) (kN)

水平力底版幅 鉛直力

Ho/HNC

の種類

裏込め土
盛土勾配 高さ比

N1H

(ｍ)
前面勾配

擁壁高

状番号

断面形

GW

断面形

状番号

Fs

q2q1

地盤反力度ｅ

偏心距離

MHF

モーメント

NF

鉛直力

BHo/H

高さ比
底版幅

N

盛土勾配

CN1

裏込め土 水平力

(kN/ｍ
2
)(kN/ｍ

2
)(ｍ)(kN･ｍ)(kN)(kN)(ｍ)の種類

H

擁壁高

(ｍ)
前面勾配

滑 動

安全率

基礎材

(ｍ
2
)

ｺﾝｸﾘｰﾄ

(ｍ
3
) (ｍ

2
)

型 枠BH

(ｍ)

GW

断面形状番号 (ｍ)

ｍ

単 位

H

記 号

ｍ

-

-

Ho

1:N

C

数 値

23

18

1 .5

-

kN/ｍ
3

kN/ｍ
3

Ho/H

-

-

ck

Fs

μ

N/ｍｍ
2

項 目

擁 壁 高

盛 土 勾 配

盛 土 高

裏込め土の種類

高 さ 比

重 量

単位体積

全安滑 動 率

ｺﾝｸﾘｰﾄ設計基準強度

滑 動 摩 擦 係 数

ｺﾝｸﾘｰﾄ

土 砂

注意事項

図

番

１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。

設計条件

場所打擁壁工（構造物単位）－重力式コンクリート擁壁

10kN/ｍ
2q

M
HF 算出点

NF

ｅ

1:N

Ｂ

Ｂ/2

H
0

1:
N1H

Ｂ/2

q 2q1

(載荷重 ）

［2-1-24］

400

ＧＷ １３

1:
0.
4

( )

900

1
00

0
(

)

( )

1:
0.
4

1
00

0
(

)

( )( )

800

400

ＧＷ １２

断 面 図

材 料 表 （１ｍ当たり）
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

６. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

７. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

８. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ 2につき

１箇所設置すること。

９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。
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９. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 擁壁高さが、２．５ｍ以上で中位の砂質地盤を支持地盤とす

る場合、根入れの深さは、擁壁高さの０．２倍以上確保する

ことが望ましい。

６. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

７. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

８. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

９. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ
2
につき

１箇所設置すること。

１０. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 擁壁高さが、２．５ｍ以上で中位の砂質地盤を支持地盤とす

る場合、根入れの深さは、擁壁高さの０．２倍以上確保する

ことが望ましい。

６. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

７. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

８. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

９. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ
2
につき

１箇所設置すること。

１０. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 擁壁高さが、２．５ｍ以上で中位の砂質地盤を支持地盤とす

る場合、根入れの深さは、擁壁高さの０．２倍以上確保する

ことが望ましい。

６. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

７. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

８. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

９. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ
2
につき

１箇所設置すること。

１０. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 擁壁高さが、２．５ｍ以上で中位の砂質地盤を支持地盤とす

る場合、根入れの深さは、擁壁高さの０．２倍以上確保する

ことが望ましい。

６. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

７. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

８. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

９. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ
2
につき

１箇所設置すること。

１０. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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１. 断面図には、擁壁背面の盛土形状を明記すること。

２. 本図は、１ｍあたりの設計であり、地震は考慮していない。

３. 中間の設計条件に対しては、直近上位のものを記入すること。

４. 設計条件の空欄には、該当する設計条件を記入すること。

５. 擁壁高さが、２．５ｍ以上で中位の砂質地盤を支持地盤とす

る場合、根入れの深さは、擁壁高さの０．２倍以上確保する

ことが望ましい。

６. 基礎材は、基礎地盤の状況に応じて別途設計し、材種、敷厚

および数量を該当する箇所に記入すること。

７. 伸縮目地の間隔は、１０ｍ以下とすること。また、擁壁前面

にＶ字型の鉛直打継目を設けるのが望ましく、その間隔は、

５ｍ以下を標準とする。

８. 設計条件に該当する断面以外には×印をつけ、間違いのない

ようにしておくこと。

９. 水抜管は、塩化ビニールパイプ（φ７５）を壁面３ｍ
2
につき

１箇所設置すること。

１０. 水抜孔周辺は、吸出し防止工を施工すること。

注意事項

数 値
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材 料 表 （１ｍ当たり）

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.５の場合

（１ｍ当たり）数 値 表：滑動摩擦係数μ＝０.６の場合
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Ｕ 1（基本の場合） Ｕ 2(背面土砂が良好な場合)

（参考） Ｃｈ＝Ｃ 1 （Ｎ 1）＋ 1 ＋ｈ（Ｎ 1ーＮ 2）

Ｎ2＝Ｎ 1Ｎ 2＝Ｎ 1－０．１

Ｃ 1＝２００

Ｎ 2＝Ｎ 1－０．１
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2,500

H5000-U-N 1-b-x

H3000-U-N 1-b-x
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( 5,385 )

3,354

4,473

3,913

5,031
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( 3,770 )

2,7952,693( 2,610 )H2500-U-N 1-b-x

2,236( 2,088 ) 2,154H2000-U-N 1-b-x

1 ,6771 ,6161 ,5661 ,500H1500-U-N 1-b-x

1 ,077 1 ,1181 ,044

559539522

H1000-U-N 1-b-x

裏砕の

省略高

ｘ

Ｒ ( Ｃ )の

場 合Ｕ 2（背面土砂が

良好な場合）
Ｕ 1（基本の場合）

Ｒ（Ａ）の場合

Ｎ 2（背面勾配）,Ｃ 1

( 裏コン厚さ )

ｂa

( 控長 )

Ｌ（のり長）

N1=0 .5N1=0 .4N1=0 .3

( 直高 )

Ｈ

1 ,000

500H 500-U-N 1-b-x

工 種

○

印

施

工

Ch

1:
N

2

1:
N

1

b
a

C1

C2

L

H h

x

胴込コンクリート

σck=18N/ｍｍ
2

裏込コンクリート

σck=18N/ｍｍ
2

再生砕石

径０～４ｃｍ

０～４ｃｍ

切込砕石

切土部（裏込砕石の厚さは４０ｃｍ等厚）

盛土部（Ｎ 2勾配で裏込砕石を計上）

裏込砕石の形状

Ｒ（Ｃ）ー Ｕ（ ）ー Ｎ 1（ ）ー ｂ（ ）ー ｘ（ ）

Ｒ（Ａ）ー Ｕ（ ）ー Ｎ 1（ ）ー ｂ（ ）ー ｘ（ ）

Ｒ（ ）ー Ｕ（ ）ー Ｎ 1（ ）ー ｂ（ ）ー ｘ（ ）

裏込形状 土の種類 前面勾配 裏コン厚さ 裏砕の省略高さ

ｘ：裏込砕石を省略する高さ

天端部分の裏込砕石を省略する場合

の任意の高さにおける裏込砕石計算

式（ｍ 3）

21
A= C

2
+
(h+x)(N -N )

2
(h-x)

21
A= C

2
+
h(N -N )

2
h

任意の高さにおける裏込砕石計算式（ｍ3）
注意事項

１. よく締った地山の切土に使用する場合は下記による。

１ 裏込砕石を上下等厚Ｃ 1＝４０ｃｍとする。ただし、背面が岩で湧水がない場合は

裏込砕石を省略する。

２ 前面勾配Ｎ1を１ランク下げることができる。（寸法表欄の（ ）書部分を使用

できる。）

２. 鉛直方向目地の間隔は２０ｍ以下とすること。

３. 擁壁背面の水抜きには特に注意し、水抜パイプを３ｍ 2に１箇所設けＶＰφ７５ｍｍ

程度のものを使用すること。（水抜孔周辺は吸出し防止工を施工すること）

４.擁壁天端が田および道路の場合で天端部分の裏込砕石が不要な場合は下記による。

１ 田の場合：天端から５０ｃｍ裏込砕石を省略する。

２ 道路の場合：天端から舗装部分について裏込砕石を省略する。

ブロック積工、練石積工、裏込工 （道路用）

(mm)

図

番

寸 法 表
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区分

A

基礎の種類

18-8-20BBｺﾝｸﾘ-ﾄB

基礎工（ブロック積用、石積用）

(1m当り)

0.083
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基 礎

ｺﾝｸﾘｰﾄ

(MM)

再生砕石

0.126

型 枠

0.350

ｍ 2

数 量 表
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寸 法 表

工 種
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工

石積基礎工 b(０)
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